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おおたこうれん

【大田区優工場 新製品・新技術コンクール】
 ‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒令和4年度 ‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒

大田区優工場 受賞企業
 ‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒第34回 ‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒

大田区中小企業 新製品・新技術コンクール 入賞製品・技術

表彰事業で受賞された企業をご紹介します。
受賞企業の皆様、おめでとうございます。

《総合部門賞》 ・株式会社 品川測器製作所
　

《人に優しい部門賞》 ・昭光機器工業 株式会社

《まちに優しい部門賞》 ・株式会社 新興化学

《認定工場》 ・アロニクス 株式会社
 ・協和工業 株式会社
 ・株式会社 コトブキ
 ・シナノ産業 株式会社
 ・株式会社 志村精機製作所
 ・株式会社 城南
 ・日新電気 株式会社

《最優秀賞》 • 独立電源式大型動物の屋外自動給餌装置（テック大洋工業 株式会社）

《優秀賞》 • サーフェス形状探索システム「ORIFACE（オリフェス）」（株式会社 OUTSENSE）
 • FFF 式 3D プリンター「G-ZERO」（株式会社 グーテンベルク）

《奨励賞》 • カメラカウンターシステム（株式会社 瀧口製作所）
 • 廃PETボトルの新たな活用法「ボトリウム・ナノファイバー」（関西電子 株式会 社）

《おおた ECO推進賞》 •  AIフィルム（炭素繊維一方向性シート状フィルム）（デザインアンドイノベーション 株式会社）

《おおた秀逸技能賞》 • クーラント噴射装置「クールミスター」（有限会社 大野精機）

《おおたネットワーク賞》 •  電波時計レピータ NAR-40P/NAR-40C（日本電波 株式会社）

《おおたスタートアップ応援賞》 • イヤホン型Brain Computer Interface 技術「Ear Brain Interface」（株式会社 CyberneX）

　
２
０
２
３
年
２
月
１
日
か
ら
３
日
、
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ 

Ｎ
ｅ
ｗ

Ｓｏ
ｌｕ
ｔ
ｉｏ
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ｉｎ 

Ｏ
Ｔ
Ａ
（
Ｎ
ｅ
ｘ

ｔ
お
お
た
工
業
フ
ェ
ア
）
が
開
催
さ
れ
た
。

大
田
区
、

（公財）
大
田
区
産
業
振
興
協
会
の
主

催
で
、

（一社）
大
田
工
業
連
合
会
（
以
下
、
当

会
）
が
共
催
。
例
年
、
お
お
た
工
業
フ
ェ

ア
を
開
催
し
て
い
る
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ

（
Ｐ
ｉ
Ｏ
）
の
大
展
示
ホ
ー
ル
が
改
修
工
事

の
た
め
利
用
休
止
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
今
回
は
大
田
区
を
飛
び
出
し
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
総
合
展
示
会
「
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
」

内
に
大
き
な
フ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る

「
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
フ
ェ
ア
」
の
形
式
で
実
施
し

た
。
大
田
区
内
の
選
り
す
ぐ
り
の
中
小
企

業
が
出
展
し
、
自
社
の
技
術
や
製
品
を
ア

ピ
ー
ル
。
当
会
青
年
部
連
絡
協
議
会
か
ら

は
７
社
が
共
同
出
展
し
た
。

　
当
会
青
年
部
連
絡
協
議
会
の
エ
リ
ア
に

は
、㈱
エ
ポ
ゾ
ー
ル
、㈱
極
東
精
機
製
作
所
、

㈱
弘
機
商
会
、
㈱
秦
信
製
作
所
、
㈱
富
士

テ
ク
ノ
マ
シ
ン
、
㈱
松
浦
製
作
所
、
㈱
渡

辺
精
機
の
７
社
が
ブ
ー
ス
を
並
べ
た
。

　
極
東
精
機
製
作
所
は
、
旋
盤
や
マ
シ
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
で
加
工
し
た
サ
ン
プ
ル
の
ほ

か
、
通
常
の
10
倍
の
速
さ
で
高
速
造
形
す

る
樹
脂
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー「
G-

ｚ
ｅ
ｒｏ
」

を
紹
介
。

　
弘
機
商
会
は
自
社
商
品
で
あ
る
ス
ピ
ン

式
の
カ
シ
メ
装
置
を
展
示
。
一
般
的
な
プ

レ
ス
式
の
カ
シ
メ
機
に
比
べ
、
８
分
の
１

の
少
な
い
力
で
カ
シ
メ
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
社
の
酒
井
麻
梨
子
さ
ん
は
「
カ
シ
メ
作

業
は
職
人
の
勘
に
頼
る
こ
と
が
多
い
が
、

当
社
装
置
を
使
え
ば
数
値
制
御
に
よ
り
誰

で
も
可
能
と
な
る
。
加
工
後
の
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
ー
も
容
易
だ
」と
Ｐ
Ｒ
。

お
お
た
工
業
フ
ェ
ア
が
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
で
開
か
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
「
こ
れ
ま
で
と
違
う
、
新

し
い
お
客
様
に
興
味
を
持
っ
て
頂

け
た
。
新
た
な
販
路
の
拡
大
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト

し
た
。

　
そ
の
ほ
か
エ
ポ
ゾ
ー
ル
は
ディ
ッ

プ
成
型
で
加
工
し
た
サ
ン
プ
ル

を
、
富
士
テ
ク
ノ
マ
シ
ン
は
薄
く

て
長
い
加
工
技
術
を
、
渡
辺
精
機

は
高
精
度
な
丸
物
加
工
品
を
、
松

浦
製
作
所
は
得
意
の
精
密
加
工
品

を
展
示
し
た
。
秦
信
製
作
所
は
、

板
金
と
ハ
ン
ド
ワ
ー
ク
を
組
み
合

わ
せ
て
製
作
し
た
金
属
製
の
革
靴

を
展
示
し
、
来
場
者
の
耳
目
を
集

め
た
。　

　
最
終
日
の
３
日
に
は
、
当
会
と

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
強
化
で
連
携

し
て
い
る
桐
生
機
械
工
業
連
合
会
の
幹
部

が
視
察
に
訪
れ
た
。
若
い
頃
、
Ｊ
Ｒ
蒲
田

駅
に
あ
る
日
本
工
学
院
専
門
学
校
で
学
ん

だ
と
い
う
上
野
文
雄
会
長
は
、
大
田
区
が

誇
る
町
工
場
の
技
術
・
製
品
を
興
味
深
く

眺
め
「
や
は
り
大
田
区
の
技
術
レ
ベ
ル
は

高
い
」
と
称
賛
し
た
。

　
桐
生
機
械
工
業
連
合
会
と
当
会
は
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
に
関
す
る
連
携
に
留
ま
ら
ず
様
々
な

場
面
で
協
力
を
し
て
き
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
減
っ
て
い
た
。

共
に
就
任
１
年
と
い
う
広
瀬
安
宏
会
長
と

上
野
会
長
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
終
焉
に
向

か
い
始
め
た
な
か
、
改
め
て
両
者
の
連
携

を
深
め
て
い
く
こ
と
で
一
致
。
Ｎｅ
ｘ
ｔ
お

お
た
工
業
フ
ェ
ア
は
、
大
田
区
の
町
工
場

の
Ｐ
Ｒ
だ
け
で
な
く
、
遠
く
離
れ
た
仲
間

と
の
絆
を
結
び
つ
け
る
場
と
な
っ
た
。

新たなスタイルで開催したNext おおた工業フェア

視察に訪れた桐生機械工業連合会
（右から三番目が上野会長、四番目は当会の広瀬会長）

青
年
部
出
展 

Ｎｅｘｔ
お
お
た
工
業
フ
ェ
ア
開
催

広
瀬
会
長
、会
場
で
桐
生
機
械
工
業
連
合
会
と
交
流
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ブ
ラ
ン
ド
戦
略
で
会
社
を
成
長
―

大
田
工
業
連
合
会
は
2
月
７
日
、

28
日
、大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
（
Ｐ
ｉ
Ｏ
）

で
、『
低
価
格
競
争
か
ら
抜
け
出
す
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
入
門
』
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
た
。
講
師
は
コ
ン
セ
ー
ジ
ュ
ジ
ャ
パ

ン
㈱
の
金
井
啓
社
長
が
担
当
。
同
イ
ベ

ン
ト
の
詳
細
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。

 

金
井
氏
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
高
級
ブ
ラ

ン
ド
、
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
の
元
販
売
員

と
い
う
経
歴
を
持
つ
経
営
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
。
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
ジ
ャ
パ
ン
時

代
に
は
、
販
売
コ
ン
テ
ス
ト
で
全
国
１

位
に
な
っ
た
実
績
も
あ
り
、
２
０
０
７

年
に
独
立
。
現
在
は
中
小
企
業
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
ほ
か
、
美
容
サ
ロ
ン
も
経

営
し
、
理
論
と
実
践
を
融
合
し
た
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
提

供
し
て
い
る
。

 

２
月
７
日
の
初
回
講
義
で
は
、
ブ

ラ
ン
ド
と
は
何
か
？
と
い
う
説
明
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
金
井
氏
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
の

本
質
は
誰
か
の
役
に
立
つ
こ
と
（
価
値

提
供
）
で
利
益
を
獲
得
す
る
行
動
で
あ

り
、
ブ
ラ
ン
ド
は
価
値
の
高
い
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
た
い
と
い
う
消
費

者
に
と
っ
て
、
信
頼
の
証
と
な
る
も
の

で
す
」
と
始
め
た
。
Ｌ
と
Ｖ
が
組
み
合

わ
さ
っ
た
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
の
ロ
ゴ
に

し
て
も
、
消
費
者
は
ロ
ゴ
の
デ
ザ
イ
ン

を
気
に
入
っ
て
商
品
を
購
入
す
る
わ
け

で
は
な
い
。「
商
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー

や
店
舗
の
立
地
、
外
観
、
内
装
、
香

り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の

内
容
、
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
や
身
だ
し
な

み
な
ど
な
ど
、
全
て
へ
の
信
頼
が
蓄
積

さ
れ
て
ロ
ゴ
マ
ー
ク
へ
の
信
頼
＝
ブ
ラ

ン
ド
に
な
っ
て
い
る
」
と
説
明
し
た
。

 

ブ
ラ
ン
ド
は
本
当
に
重
要
な
の
か
。

金
井
氏
は「
ブ
ラ
ン
ド
力
と
株
主
価
値
、

売
上
高
営
業
利
益
率
に
は
正
の
相
関
が

あ
る
と
い
う
研
究
が
あ
り
ま
す
」
と
説

明
。
高
級
寿
司
店
・
銀
座
久
兵
衛
と
普

通
の
お
寿
司
屋
、
同
じ
価
格
な
ら
食
べ

た
い
の
は
ど
ち
ら
？
な
ど
、
分
か
り
や

す
い
例
を
使
い
解
説
し
た
。「
ブ
ラ
ン

ド
が
あ
れ
ば
、
顧
客
か
ら
選
ば
れ
、
高

く
て
も
買
っ
て
も
ら
え
ま
す
。
採
用
に

も
有
利
だ
し
離
職
も
防
止
で
き
、
社
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
も
上
が
り
ま
す
」

金
井
氏
の
説
明
に
よ
り
、
ブ
ラ
ン

ド
の
重
要
性
は
伝
わ
っ
た
が
、
大
田

区
の
町
工
場
の
多
く
は
中
小
企
業
で
あ

り
Ｂ 

ｔｏ 

Ｂ
ビ
ジ
ネ
ス
が
多
い
。
ブ
ラ

ン
ド
構
築
に
割
け
る
リ
ソ
ー
ス
は
決
し

て
多
く
な
い
。
し
か
し
金
井
氏
は
「
個

人
の
知
恵
や
ア
イ
デ
ア
に
は
限
度
が
あ

る
。
人
と
話
を
す
る
こ
と
で
良
い
知
恵

が
生
ま
れ
る
。
ブ
ラ
ン
ド
構
築
す
る
上

で
、
一
人
だ
け
、
社
内
だ
け
で
取
り
組

む
の
は
お
薦
め
し
な
い
。
コ
ス
ト
は
か

か
る
が
、
外
部
と
協
力
し
て
構
築
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
」
と
述
べ
た
。

 

２
月
28
日
の
講
義
で
は
、
ブ
ラ
ン

ド
構
築
に
つ
い
て
具
体
的
な
方
法
が
示

さ
れ
た
。
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
を
確

立
す
る
に
は
、
消
費
者
が
気
付
い
て
い

な
い
需
要
（
ア
ン
メ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
） 

と

自
社
の
強
み
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と

が
重
要
。「
自
分
が
一
番
に
な
れ
る
領

域
で
な
い
と
ブ
ラ
ン
ド
は
構
築
で
き
ま

せ
ん
。
第
一
に
想
起
さ
れ
る
存
在
に
な

ら
な
い
と
購
買
に
つ
な
が
ら
な
い
の
で

す
」
と
金
井
氏
。
ア
ン
メ
ッ
ト
ニ
ー
ズ

を
探
る
方
法
と
し
て
、
顧
客
分
析
や
他

業
種
、
海
外
の
先
進
事
例
を
参
考
に
す

る
方
法
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

自
社
の
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
を

設
定
す
る
に
は
設
定
し
た
市
場
に
お
い

て
セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
を
行
い
、
自
社
の
立
ち
位
置
を

細
分
化
し
て
い
く
手
法
が
有
効
、
と
語

る
金
井
氏
。「
自
社
が
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

に
な
れ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
見
つ
か
る
ま

で
市
場
を
切
り
分
け
る
こ
と
が
重
要
。

注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
年
齢
や

性
別
で
市
場
を
切
り
分
け
な
い
こ
と
で

す
」 社

内
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
重
要
さ

も
強
調
し
た
。
金
井
氏
が
所
属
し
て
い

た
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
で
は
、
入
社
時
に

２
カ
月
に
わ
た
る
宿
泊
研
修
で
会
社
の

歴
史
や
使
命
を
教
育
。
そ
の
後
も
現
場

で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
目
標
管
理
を
通

じ
、
ブ
ラ
ン
ド
を
社
員
に
注
入
し
て
い

く
過
程
を
公
開
し
た
。「
社
内
に
ブ
ラ

ン
ド
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
、
教
育
研
修

は
自
社
で
行
っ
た
方
が
良
い
。
外
部
講

師
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
が
、
基
本
的

な
教
育
を
社
内
で
行
わ
な
い
と
組
織
が

弱
く
な
っ
て
く
る
」
と
語
っ
た
。

 

講
義
あ
り
ワ
ー
ク
あ
り
の
セ
ミ

ナ
ー
を
終
え
た
後
、
参
加
者
同
士
が

「
自
社
の
ブ
ラ
ン
ド
を
ど
う
構
築
す
る

か
」
意
見
を
交
わ
し
合
う
姿
が
見
ら

れ
た
。「
大
田
区
の
町
工
場
」
は
確
固

た
る
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
い
る
が
、

１
社
１
社
の
知
名
度
は
高
い
と
は
言

え
ず
、
各
社
の
ブ
ラ
ン
ド
は
ま
だ
確

立
し
て
い
な
い
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

を
踏
ま
え
て
各
社
の
ブ
ラ
ン
ド
が
育

て
ば
、
そ
の
集
合
体
で
あ
る
「
大
田

区
の
町
工
場
」
の
ブ
ラ
ン
ド
は
よ
り

輝
く
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら

れ
た
２
日
間
だ
っ
た
。

人権研修を支援します
　「人権」とは、すべての人が尊厳を持って平等に、幸せに生
きる権利で、誰もが生まれながらに持っています。
　企業においても人権を尊重し、持続可能な経済社会の実現
と企業の成長、人々の幸福を目指すため何ができるか考え、
実践することが求められています。
　国は、ビジネスと人権に関する関係省庁連絡会議において
2022年9月には、「責任あるサプライチェーン等における人権尊
重のためのガイドライン」をまとめました。人権尊重社会を促
進するため、国連指導原則などの国際スタンダードを踏まえ、
企業に求められる人権尊重の取組について、日本で事業活動
を行う企業の実態に即して、わかりやすく解説しています。
　区では、人権啓発冊子の配布や、人権啓発パネル展の実
施等を行っています。
　また、人権への理解を深める研修のためにＤＶＤの貸し出
し等も行っております。お気軽にお申し出ください。

大田区総務部人権・男女平等推進課
　電話　５７４４―１１４８
　FAX　５７４４―１５５６

セミナー風景

金井講師

『低価格競争から抜け出す
ブランド戦略入門』セミナー開催

小難しい話は
一切なし！
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２
０
２
２
年
度
の
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
動
向
を
総
括
す
る
と
、
企

業
や
組
織
の
事
業
活
動
を
脅
か
す
事

例
が
数
多
く
発
生
し
た
１
年
間
で
し

た
。
特
に
、「
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
」
と

呼
ば
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス

が
猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
、
全
国
の
警

察
に
寄
せ
ら
れ
た
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア

被
害
は
前
年
と
比
べ
て
１・５
倍
以
上

に
増
加
し
ま
し
た
。
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア

に
感
染
す
る
と
、
パ
ソ
コ
ン
に
保
存
し

て
い
る
デ
ー
タ
（
フ
ァ
イ
ル
）
を
破
壊

し
使
え
な
く
し
て
し
ま
う
ば
か
り
か
、

「
元
に
戻
し
て
ほ
し
け
れ
ば
お
金
を
払

え
」
と
身
代
金
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
非
常
に
悪
質
な
ウ
イ
ル
ス

で
す
。

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
の
被
害
は
、
業

種
や
企
業
規
模
を
問
わ
ず
に
発
生
し

て
い
ま
す
。
昨
年
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱

の
関
連
企
業
で
あ
る
㈱
デ
ン
ソ
ー
や

小
島
プ
レ
ス
工
業
㈱
が
感
染
し
、
ト
ヨ

タ
の
全
工
場
操
業
停
止
に
ま
で
至
り

ま
し
た
。
ま
た
、
11
月
の
お
お
た
こ

う
れ
ん
新
聞
に
掲
載
し
た
大
阪
急
性

期
・
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
サ
イ
バ
ー

攻
撃
も
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
に
よ
る
も

の
で
す
。
電
子
カ
ル
テ
が
使
え
な
く
な

り
、
外
来
診
療
や
手
術
の
停
止
に
追
い

込
ま
れ
、
復
旧
に
２
ヶ
月
以
上
も
要
し

ま
し
た
。

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
に
感
染
し
た
こ

と
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。「
工

場
が
停
止
し
て
し
ま
っ
た
ら
」、
も
し

く
は
「
復
旧
に
2
ヶ
月
以
上
も
か
か
っ

て
し
ま
っ
た
ら
」、
皆
様
の
事
業
に
与

え
る
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
に

な
り
ま
す
。
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
＝
ビ
ジ

ネ
ス
リ
ス
ク
で
あ
る
こ
と
を
認
識
い

た
だ
き
、「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
防
ぐ
た

め
の
対
策
（
事
前
対
策
）」
と
、「
被
害

を
最
小
化
す
る
た
め
の
対
策
（
事
後
対

策
）」
の
両
面
で
の
対
策
を
実
施
す
る

こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。

お
金
を
か
け
ず
に
で
き
る
事
前
対

策
と
し
て
は
、「
パ
ソ
コ
ン
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
器
を
最
新
の
状
態
に
保
つ

（
パ
ッ
チ
を
適
用
す
る
）」
と
い
う
の

が
非
常
に
重
要
で
す
。
多
く
の
ウ
イ

ル
ス
は
パ
ッ
チ
が
適
用
さ
れ
て
い
な

い
シ
ス
テ
ム
上
の
弱
点
を
悪
用
す
る

た
め
、
パ
ッ
チ
適
用
だ
け
で
約
8
割
の

ウ
イ
ル
ス
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
事
後
対
策
と
し

て
は
、「
重
要
デ
ー
タ
は
別

の
場
所
に
コ
ピ
ー
（
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
）」し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
に

よ
っ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
先
の

フ
ァ
イ
ル
ま
で
破
壊
さ
れ
る

こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
と
き
だ
け
接

続
す
る
外
付
け
デ
ィ
ス
ク
に

保
存
す
る
こ
と
を
お
勧
め
い

た
し
ま
す
。

お
金
を
か
け
る
の
で
あ

れ
ば
、
事
前
対
策
と
事
後
対

策
の
両
面
を
カ
バ
ー
す
る

「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

お
助
け
隊
サ
ー
ビ
ス
」
が
あ

り
ま
す
。
経
済
産
業
省
が
中

小
企
業
向
け
に
推
奨
し
て
い

る
お
助
け
隊
は
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
監
視
の
他
、
万
が
一
感

染
し
た
場
合
の
駆
け
付
け
対
応
ま
で

含
ま
れ
た
安
価
な
サ
ー
ビ
ス
で
、「
ど

の
よ
う
な
対
策
を
す
れ
ば
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
」
と
い
う
方
に
も
安
心
で

す
。当

会
の
会
員
企
業
約
30
社
に
お
け

る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
発
生
も
、
右
肩
上
が

り
の
状
況
で
す
。
攻
撃
の
傾
向
は
、
こ

れ
ま
で
同
様
外
部
か
ら
不
正
侵
入
を

試
み
る
も
の
で
す
。
各
社
に
設
置
し
て

い
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
器
に
よ
っ
て

攻
撃
は
遮
断
し
て
い
ま
す
が
、
対
策
を

し
て
い
な
い
企
業
は
サ
イ
バ
ー
脅
威

に
晒
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
一
度
自
社
の

ビ
ジ
ネ
ス
リ
ス
ク
を
考
慮
し
、
必
要
な

対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

大
田
工
業
連
合
会
は
２
月
17
日
、

大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ（
Ｐ
ｉ
Ｏ
）
１
階

Ａ
会
議
室
で
「
人
に
教
え
た
く
な
る
数

字
の
話
題
〜
『
会
計
』を
中
心
に
幅
広

く
楽
し
く
学
べ
ま
す
〜
」
と
題
し
た
対

話
形
式
の
勉
強
会
を
開
催
し
た
。
エ
ヌ

ケ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
税
理
士
事
務
所
、
エ

ヌ
ケ
ー
ブ
レ
イ
ン
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
㈱
取
締
役
副
部
長
の
長
谷
川
俊
彦

氏
が
講
師
を
務
め
、
９
名
が
参
加
。
長

谷
川
先
生
と
参
加
者
の
質
疑
応
答
で

は
時
折
笑
い
声
も
起
こ
り
、
勉
強
会
は

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
行
し
た
。

最
初
の
テ
ー
マ
は
、
10
月
１
日

か
ら
始
ま
る
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
に
つ
い
て
。
従
来
は
年
間
売
上
高

１
０
０
０
万
円
以
下
の
個
人
事
業
者

は
、
消
費
税
の
納
付
が
免
除
さ
れ
て
い

た
。
10
月
１
日
か
ら
は
、
個
人
事
業
主

に
は
イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求
書
）
の

発
行
や
保
存
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
消
費

税
の
申
告
が
必
要
と
な
る
。
長
谷
川
先

生
は
「
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
し
な
く
て
も

す
ぐ
に
大
企
業
か
ら
取
引
を
打
ち
切

ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
が
、
新
規

の
取
引
に
は
イ
ン
ボ
イ
ス
の
登
録
が

必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
イ
ン
ボ
イ
ス
登

録
し
な
い
事
業
者
は
ど
ん
ど
ん
販
路

が
狭
ま
っ
て
い
く
」
と
分
析
し
た
。

次
な
る
話
題
は
事
業
承
継
税
制
の

特
例
措
置
と
贈
与
税
の
生
前
贈
与
加

算
に
つ
い
て
。
事
業
承
継
税
制
の
特
例

措
置
に
つ
い
て
は
、
10
年
間
限
定
で
設

け
ら
れ
た
も
の
で
、
従
来
の
一
般
措

置
よ
り
も
対
象
株
数

や
雇
用
確
保
要
件
な

ど
に
つ
い
て
利
便
性

が
高
く
な
り
活
用
し

や
す
い
制
度
と
な
っ

た
。
一
定
の
要
件
・

手
続
き
に
よ
り
、
非

上
場
会
社
の
株
式
等

に
係
る
贈
与
税
・
相

続
税
に
つ
い
て
猶
予・

免
除
さ
れ
る
。
贈
与

税
に
つ
い
て
は
、
従

来
は
相
続
開
始
3
年

前
の
贈
与
が
相
続
税

の
対
象
と
な
っ
て
い

た
が
、
２
０
２
４
年

１
月
か
ら
は
遡
る
期

間
が
７
年
間
に
延
長

さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で

相
続
税
が
取
ら
れ
な

か
っ
た
贈
与
も
対
象
に
な
る
た
め
、
事

業
継
承
を
考
え
る
企
業
に
と
っ
て
重

要
だ
。

最
後
は
、
数
字
に
強
く
な
る
コ
ツ

と
し
て
、
ク
イ
ズ
の
よ
う
な
問
題
が
出

さ
れ
た
。「
あ
な
た
は
１
万
円
を
渡
さ

れ
て
、
A
さ
ん
と
分
け
合
う
よ
う
に
言

わ
れ
ま
し
た
。
ど
う
配
分
す
る
か
は
あ

な
た
の
自
由
で
す
が
、
A
さ
ん
は
金
額

が
不
服
だ
っ
た
と
き
に
拒
否
す
る
権

利
が
あ
り
ま
す
。
拒
否
権
が
行
使
さ
れ

る
と
１
万
円
は
没
収
さ
れ
、
あ
な
た
も

A
さ
ん
も
１
円
も
手
に
入
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
は
A
さ
ん
に
い
く
ら
渡
し
ま

す
か
」。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、「
半
分

ず
つ
の
５
０
０
０
円
か
な
」「
ち
ょ
っ

と
多
く
上
げ
た
ら
A
さ
ん
は
断
ら
な

い
か
ら
５
０
０
１
円
」
な
ど
と
回
答
す

る
参
加
者
た
ち
。
先
生
の
回
答
は
な
ん

と
「
１
円
渡
す
」。「
拒
否
権
を
使
う
と

A
さ
ん
は
１
円
も
貰
え
ま
せ
ん
。
例

え
１
円
で
も
貰
え
る
の
は
A
さ
ん
に

と
っ
て
得
な
の
で
す
」

立
場
に
よ
っ
て
数
字
が
持
つ
意
味

は
変
わ
る
。
意
外
な
が
ら
も
納
得
す
る

回
答
に
、
参
加
者
た
ち
は
大
き
く
頷
い

て
い
た
。

対話形式で行われた「会計」勉強会

〈〈〈〈 

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ラ
ム 

〉〉〉〉

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
の
被
害
、前
年
比
１・５
倍
に
増
加

長谷川先生

※期間内の PCでのウイルス感染なし
※サイバーセキュリティお助け隊サービス
　https://www.ipa.go.jp/security/otasuketai-pr/

人
に
教
え
た
く
な
る
数
字
の
話
題

対
話
形
式
の「
会
計
」勉
強
会
、開
催
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三団体賀詞交歓会風景

4団体賀詞交歓会で講演する大高氏

4月 ■実践汎用旋盤・フライス盤講座（1回目）
       4月8日（土）、15日（土）、22日（土）（毎土曜日3日間） 9：15～16：30　
5月 ■新入社員セミナー
       5月10日（水）、11日（木）、12日（金）（平日3日間） 9：30～16：30
 ■NCプログラミング初級講座
       5月13日（土）、20日（土）、27日（土）（毎土曜日3日間）9：15～16：30
       ●理事会　5月下旬
6月 ■CAD製図初級講座（Auto CAD2023）（1回目）
       6月3日（土）、10日（土）、17日（土）（毎土曜日3日間） 9：15～16：30
       ●大田工連定時総会　6月2日（金）
8月 ■第1回 産業のまち発見隊「親子工場見学会」8月4日 (金) 9：30～16：30
 ■第2回 産業のまち発見隊「親子工場見学会」8月下旬開催予定
 ■夏休み親子ロボット作り教室 8月26日（土）、27日（日）（2日間） 9：30～16：30
9月 ■やさしい図面の見方講座（城南職業能力開発センター大田校開催）
       9月16日（土）、23日（土）（毎土曜日2日間） 9：15～16：30
 ■秋のロボットセミナー 10月中開催予定

10月 ■CAD製図初級講座（Auto CAD 2023）（2回目）
       10月14日（土）、21日（土）、28日（土）（毎土曜日3日間）9：15～16：30
 ●理事会 10月中開催予定
 ●優良従業員表彰
11月 ■実践汎用旋盤・フライス盤講座（2回目）
       11月11日（土）、11月18日（土）、25日（土）（毎土曜日3日間）9：15～16：30
 ■ロボットプログラミング教室 11月中開催予定
 ■新入社員セミナーフォローアップ研修　11月17日(金) 13：00～17：00

2024年

1月 ■3団体（※）賀詞交歓会　1月中開催予定
       （※）東京商工会議所大田支部・大田区商店街連合会・大田工業連合会
2月 ■やさしい図面の見方講座（日本工学院での開催）2月中開催予定（平日夜間5日間）
 ■次世代経営者育成セミナー 2月中開催予定
       ※その他セミナーについては、日程が決まり次第ご案内させて頂きます。

コロナを乗り越え、対面で交流
ジャーナリスト大高美貴氏 登壇

新 春 講 演 会 ・ 賀 詞 交 歓 会

大田工業連合会 2023年度スケジュール

２
０
２
３
年
１
月
、
新
春
を
祝
い

大
田
工
業
連
合
会
（
当
会
）
の
関
連
す

る
賀
詞
交
歓
会
が
相
次
ぎ
開
か
れ
た
。

１
月
11
日
に
は
当
会
、
東
京
商
工
会
議

所
大
田
支
部
、
大
田
区
商
店
街
連
合
会

に
よ
る
新
年
賀
詞
交
歓
会
が
、
19
日
に

は
当
会
所
属
の
４
団
体
に
よ
る
新
春
講

演
会
・
賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
た
。

ど
ち
ら
も
多
く
の
会
員
企
業
が
集
ま
り

２
０
２
３
年
の
ス
タ
ー
ト
を
祝
っ
た
。

特
に
４
団
体
賀
詞
交
歓
会
は
懇
親
会
も

あ
り
、
参
加
者
は
久
し
ぶ
り
の
リ
ア
ル

な
対
面
を
楽
し
ん
だ
。

 
１
月
11
日
、
17
時
か
ら
大
田
区
産

業
プ
ラ
ザ
（
Ｐ
ｉ
Ｏ
）
４
階
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
３
団
体
の

賀
詞
交
歓
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
松
原

忠
義
大
田
区
長
、
東
京
商
工
会
議
所
の

野
本
弘
文
副
会
頭
（
東
急
㈱
会
長
）
ら

が
参
加
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
式
典
の
み

の
開
催
と
な
っ
た
が
、
会
場
の
あ
ち
こ

ち
で
新
年
の
挨
拶
を
交
わ
す
声
が
聞
こ

え
た
。

 
１
月
19
日
に
は
、
当
会
所
属
の
四

団
体
（
蒲
田
工
業
協
会
お
よ
び
経
営
研

究
会
、
大
森
工
場
協
会
お
よ
び
Ｙ
Ｍ
ク

ラ
ブ
、
工
和
会
協
同
組
合
お
よ
び
工
和

成
年
会
、
蒲
田
工
業
協
同
組
合
お
よ
び

木
鶏
会
）
に
よ
る
新
春
講
演
会
お
よ
び

新
春
賀
詞
交
歓
会
が
執
り
行
わ
れ
た
。

会
場
は
こ
ち
ら
も
Ｐ
ｉ
Ｏ
４
階
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
大
高
未
貴
氏
が
「
日
本
の
メ
デ
ィ
ア

が
伝
え
な
い
国
際
情
勢
〜
生
の
情
報
か

ら
考
え
る
経
営
判
断
〜
」
と
題
し
講
演

し
た
。

 

日
本
政
府
が
２
０
５
０
年
に
完
全

な
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を

目
標
に
定
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
大

高
氏
は
「
国
連
の
誤
っ
た
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２
）
排
出
量
の
デ
ー
タ
を
元
に

政
府
が
動
い
て
い
る
。
元
々
Ｃ
Ｏ
２
の

排
出
量
が
少
な
い
日
本
が
貧
乏
く
じ
を

引
き
、
最
も
排
出
量
が
多
い
中
国
が
得

を
す
る
流
れ
。
利
権
が
絡
ん
だ
脱
炭
素

政
策
に
よ
っ
て
日
本
の
屋
台
骨
で
あ
る

製
造
業
が
圧
迫
を
受
け
て
い
る
」
と
主

張
。
日
本
の
基
幹
産
業
で
あ
る
自
動
車

産
業
に
つ
い
て
「
ト
ヨ
タ

は
環
境
問
題
に
資
す
る
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
や
水
素
エ

ン
ジ
ン
な
ど
を
開
発
し
て

い
る
が
、
日
本
が
世
界
に

お
い
て
自
動
車
で
覇
権
を

握
る
の
を
封
じ
込
み
た
い

中
国
や
欧
州
は
電
気
自
動

車
（
Ｅ
Ｖ
）
を
推
進
し
て

い
る
」
と
力
説
し
た
。

終
盤
は
、
日
本
人
の
平

和
な
精
神
性
が
今
ま
た
注

目
さ
れ
始
め
て
い
る
と
説

明
。「
製
造
業
は
も
っ
と
力

を
持
っ
て
頑
張
ら
な
く
て

は
い
け
な
い
。
同
時
に
精

神
文
明
に
つ
い
て
誇
り
を

持
ち
、
祖
国
再
建
を
進
め

て
い
く
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
」

と
講
演
を
締
め
た
。

 

講
演
会
の
後
は
懇
親
会
を
開
き
、

参
加
者
が
食
事
を
交
え
な
が
ら
賑
や

か
に
歓
談
し
た
。
当
会
の
広
瀬
安
宏

会
長
は
「
去
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
が
大
き
く
、

い
ま
だ
に
皆
さ
ん
も
マ
ス
ク
を
し
て

い
る
状
況
だ
が
、
今
日
は
飲
食
を
伴

う
会
が
で
き
喜
び
を
感
じ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
な
ど
も
我
々
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
長
い
歴

史
の
中
で
バ
ブ
ル
崩
壊
な
ど
も
乗
り

切
っ
て
き
た
。
今
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
も
乗
り
越
え
て
い
け
る
と
信
じ
て

い
る
」
と
開
会
の
挨
拶
を
し
た
。

松
原
忠
義
区
長
は
「
製
造
業
の
集

積
を
維
持
し
な
が
ら
、
他
の
地
域
と

の
連
携
や
国
内
外
の
商
取
引
も
仕
掛

け
て
い
き
た
い
。
現
在
、
東
急
電
鉄

の
蒲
田
駅
と
京
急
蒲
田
駅
を
結
ぶ
蒲

蒲
線
の
整
備
や
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
大
田
区
は

こ
れ
か
ら
発
展
し
て
い
く
街
。
こ
う

い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
先
の
夢
を
持

つ
こ
と
が
大
事
。
今
年
も
皆
様
と
手

を
携
え
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
呼
び
か
け
た
。


